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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

  (1)  本標準は、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）勧告Ｉ．３６１に準拠している。本

標準は、１９９８年８月のＩＴＵ－Ｔレポート（ＣＯＭ１３－Ｒ３６）に基づいて作成されており、１

９９９年２月に勧告化手続きにかけられた勧告草案までの凍結内容を反映している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

  (1) 本標準では、ＧＦＣ機能の理解を助けることを目的として、 ＧＦＣ機能の概要及び関連する用語の説

明を付録２として追加している。 

 

３．改版の履歴 

     

版  数 制  定  日 改    版    内    容    

第１版 １９９１年  ４月２６日 制  定     

第２版 １９９３年  ４月２７日 対応する国際標準の正式制定に伴う修正 

第３版 １９９６年  ４月２４日 対応する国際標準の改版に伴う修正 

第４版 １９９９年 １１月２５日 対応する国際標準の改版に伴う修正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

  (1)  以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

    (a) ＶＰＩとＶＣＩの値で本標準で指定している組合せ以外の組合せ（２.２.３節） 

   (b) ＵＮＩにおけるＰＴＩ値が“１１１”の時のペイロードフィールド長（２．２．４節） 

   (c) ＮＮＩにおけるＰＴＩ値が“１１１”の時のペイロードフィールド長（２．３．３節） 

    (d) アンアサインドセルの情報フィールド内のプリアサインド値（２.４.１節） 

    (e) ＡＴＭレイヤと上位レイヤ間で交換されるプリミティブの追加パラメ－タ(３.１節) 

    (f) レイヤマネジメント通信(４.２節) 

     

  (2)  参照している勧告・標準等 

  ＴＴＣ標準    ：ＪＴ－Ｉ１５０、ＪＴ－Ｉ４３２シリーズ、ＪＴ－Ｉ３７１、ＪＴ－Ｉ６１０ 
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概要

　本標準は、ＮＮＩとＵＮＩの両方に関するＡＴＭセル構造とその関連するコーディングを含むＡＴＭヘッ

ダビットアサインメントを規定し、上位と下位レイヤやＡＴＭマネージメントエンティティと交換されるサ

ービスプリミティブを定義し、ＧＦＣに関するＡＴＭプロトコル手順を規定するものである。
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１．はじめに

  本標準は、

  (a)  セル構造とＡＴＭセルコーディング

  (b)  ＡＴＭプロトコル手順

について述べている。

２．セル構造コーディング

  ２つの異なるコーディング、すなわちＵＮＩフォーマットとＮＮＩフォーマットがある。これらについて

は、それぞれ２.２節と２.３節で述べる。

2.1  セル構造

  セルは図２－１／ＪＴ－Ｉ３６１に示すように５オクテットのヘッダと４８オクテットの情報フィールド

から構成される。

              図２－１／ＪＴ－Ｉ３６１  ＵＮＩ／ＮＮＩのセル構造

                             　　(ITU-T I.361)

　　　　　　　　注：初めにヘッダが送られ、次に情報フィールドが続く。

  ヘッダ内のフィールドが１つのオクテット内に収まる場合、フィールド内の最も小さいビット番号をもつ

ビットが最下位ビットとなる。

  フィールドが２つ以上のオクテットにまたがる場合、ビットの順位はオクテット番号の増加に従い低くな

り、フィールド内の最も大きいオクテット番号をもつオクテットの中の最も小さいビット番号をもつビット

が最下位ビットとなる。

  このことから次の規定が導かれる。

・オクテット内の各ビットはビット番号８から減少する順序で送出される。

・オクテットはオクテット番号１から増加する順序で送出される。

・全てのフィールドにおいて、最初に送出されるビットが最上位ビット（ＭＳＢ）である。

６

５

ヘッダ

５オクテット

情報フィールド

４８オクテット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
１

５３

５３オクテット

ビット
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2.2  ＵＮＩにおけるセルヘッダフォーマットとコーディング

  ヘッダの構造を図２－２／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。ヘッダ内の各フィールドについての記述とそのコーデ

ィングについての記述は次の節で行う。

図２－２／ＪＴ－Ｉ３６１  ＵＮＩにおけるヘッダ構造

                      　　(ITU-T I.361)

2.2.1  物理レイヤセルヘッダのプリアサインド値

　物理レイヤでの使用のために物理レイヤセルが予約される。これらのセルは物理レイヤからＡＴＭレイヤ

に渡されない。

  （物理レイヤで使用されるセルとＡＴＭレイヤで使用されるセルを区別するために）セルヘッダのプリア

サインド値を表２－１／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。物理レイヤセルの場合、ＣＬＰ表示の位置にあるビットは

３．４．２．３／ＪＴ－Ｉ１５０に規定されているセル損失優先表示メカニズムには使用しない。他の全て

の値（表２－２／ＪＴ－Ｉ３６１と表２－５／ＪＴ－Ｉ３６１に示す）はＡＴＭレイヤで使用される。

ＧＦＣ ＶＰＩ

ＶＰＩ ＶＣＩ

ＶＣＩ

ＶＣＩ ＰＴ ＣＬＰ

ＨＥＣ

８  ７  ６  ５     ４  ３  ２  １

ビット

オクテット

１

２

３

４

５

ＧＦＣ 一般的フロー制御

ＶＰＩ バーチャルパス識別子

ＶＣＩ バーチャルチャネル識別子

ＰＴ ペイロードタイプ

ＣＬＰ セル損失優先表示

ＨＥＣ ヘッダ誤り制御
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表２－１／ＪＴ－Ｉ３６１  物理レイヤセルのプリアサインドセルヘッダ値

     　　　　　　　(ITU-T I.361)             （ＨＥＣフィールドを除く）

オクテット１ オクテット２ オクテット３ オクテット４

空きセルの識別

（ＴＴＣ注）

00000000 00000000 00000000 00000001

　物理レイヤでの使用の予約

（注１）

PPPP0000 00000000 00000000 0000PPP1

Ｐ－このビットは物理レイヤでの使用に対し有効である。これらのビットに割当てられた値は、ＡＴＭレイ

ヤにおいて対応するビット位置を占めるフィールドに対して意味を持たない。

注１：特定のプリアサインド物理レイヤセルのヘッダ値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２シリーズやその他の

　　　物理レイヤに関係する標準（付録１参照）に記述されている。

ＴＴＣ注：ＴＴＣ標準では速度調整用（ｃｅｌｌ　ｒａｔｅ　ｄｅｃｏｕｐｌｉｎｇ）に空きセルが用いら

　　　　　れる。一方、ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ仕様においては物理レイヤに速度調整の概念がない（ＴＴＣ標準

　　　　　ＪＴ－Ｉ４３２シリーズ、ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ ＵＮＩ仕様ｖｅｒ．３．１参照）。

2.2.2  一般的フロー制御（ＧＦＣ）フィールド

  ＧＦＣフィールドは４ビットで構成される。ＧＦＣフィールドの有効なコーディング（４.１.１節参照）

に対するＧＦＣ機能の概要を以下に示す。

  無制御装置はＧＦＣフィールドを常に“0000”に設定する。制御装置および被制御装置による本フィール

ドのコーディングは４.１.１節に示される。 被制御装置のデフォルトモードは被制御ＡＴＭコネクションの

１つのキューを規定し、無制御ＡＴＭコネクションも許容する。２キューモデルは被制御ＡＴＭコネクショ

ンの２つのキューを規定し、無制御ＡＴＭコネクションも許容する。いかなる瞬間においても、被制御装置

はアクティブな被制御ＡＴＭコネクションを１つも持たない場合においてもＨＡＬＴコマンドに応答し続け

る。

  制御装置から被制御装置への方向では、ＧＦＣフィールドは以下のように定義される。（ＧＦＣ機能を使

用しないとき、本フィールドの値は“0000”である。）

・第 1ビット（ビット８）はＨＡＬＴ（“1”に設定）またはＮＯ＿ＨＡＬＴ（“0”に設定）を示す。

     ＨＡＬＴコマンドはＡＴＭレイヤ割当てセル（無制御ＡＴＭコネクションのセルを含む）のネットワー

ク方向への伝送を停止する。被制御ＡＴＭコネクションの場合には、クレジットカウンタ（ＧＯ＿ＣＮＴ

Ｒ；４.１.２.１節参照）はＨＡＬＴコマンドにより変更されない。

・第２ビット（ビット７）は、デフォルトモード（1 キューモデル）では、被制御ＡＴＭコネクションのＳ

ＥＴ（“1”）またはＮＵＬＬ（“0”）を示す。２キューモデルでは、グループＡのコネクションのＳＥ

ＴまたはＮＵＬＬを示す。

     ＳＥＴ／ＮＵＬＬコマンドは被制御ＡＴＭコネクションのみに適用され、クレジットカウンタをＧＯ＿

ＶＡＬＵＥに設定する。

・第３ビット（ビット６）は、デフォルトモードでは、“0”に設定される。２キューモデルでは、グループ

ＢのコネクションのＳＥＴまたはＮＵＬＬを示す。

・第４ビット（ビット５）は、ＳＢ参照点およびＴＢ参照点において“0”に設定される。これはマルチアク

　セスＵＮＩにおいて、ＡＴＭレイヤセルのＧＦＣ信号が特定ＶＰＩで識別されるＢ－ＴＥからの送出を制
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　御することを示す。

  被制御装置から制御装置への方向では、ＧＦＣフィールドは以下のように定義される。

・第１ビットは、未使用で“0”に設定される。

・第２ビットは、デフォルトモードでは、セルが無制御ＡＴＭコネクションに属する（“0”）か、被制御Ａ

ＴＭコネクションに属する（“1”）かを制御装置に示す。２キューモデルでは、セルがグループＡの被制

御ＡＴＭコネクションに属する（“1”）か、属さない（“0”）かを示す。

・第３ビットは、デフォルトモードでは、未使用で“0”に設定される。２キューモデルでは、セルがグルー

プＢの被制御ＡＴＭコネクションに属する（“1”）か、属さない（“0”）かを示す。

・第４ビットは、被制御装置（“1”）か、無制御装置（“0”）かを示す。

2.2.3  ルーチングフィールド（ＶＰＩ／ＶＣＩ）

  ルーチングのために２４ビットが使用され、このうち８ビットがバーチャルパス識別子（ＶＰＩ）、１６

ビットがバーチャルチャネル識別子（ＶＣＩ）である。ＶＰＩ値とＶＣＩ値のプリアサインド組合わせを表

２－２／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。この他のプリアサインドＶＰＩ値とＶＣＩ値については今後の検討課題で

ある。ＶＣＩ値０はユーザのバーチャルチャネル識別に利用できない。

  ルーチングのために使用されるＶＰＩおよびＶＣＩフィールドのビット数はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０の

３.１.２.３節で記されているようにユーザと網の間のネゴシエーションにより確立される。ルーチングに使

用されるＶＰＩおよびＶＣＩフィールド内の各ビットは次の規則に従って配置される。

・ＶＰＩ値を表す各ビットは、ＶＰＩフィールド内で連続して（間隔を空けずに）割り当てられる。

・ＶＰＩ値がＶＰＩフィールドの桁数（ビット数）に満たない場合は、第２オクテットのビット５（最下位

ビット）側から詰めて割り当てられる。

・ＶＣＩ値を表す各ビットは、ＶＣＩフィールド内で連続して（間隔を空けずに）割り当てられる。

・ＶＣＩ値がＶＣＩフィールドの桁数（ビット数）に満たない場合は、第４オクテットのビット５（最下位

ビット）側から詰めて割り当てられる。

  さらに、配置されないビット、すなわち２４ビットのルーチングフィールド中でユーザあるいは網により

利用されないビットは、“0”にセットする。

  ＶＰＩ／ＶＣＩ割り当て情報については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０の３.１.３節、及び３.１.４節を参

照。
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表２－２／ＪＴ－Ｉ３６１　ＵＮＩにおけるプリアサインドＶＰＩ値、ＶＣＩ値、

          　　　(ITU-T I.361)　       ＰＴＩ値、及びＣＬＰ値の組み合わせ

用途 ＶＰＩ ＶＣＩ

（注８）

ＰＴＩ ＣＬＰ

アンアサインドセル（ＴＴＣ注）  ０  ０ 任意値 0

無効

------------------------------

アンアサインドセル（注１３）

０以外の

任意のＶＰＩ値

 ０ 任意値 B

-----

0

メタシグナリング

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 任意のＶＰＩ値

（注１）

 １

（注５）

0AA C

一般放送型シグナリング

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 任意のＶＰＩ値

（注１）

 ２

（注５）

0AA C

ポイント・ポイントシグナリング

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照） 任意のＶＰＩ値

（注１）

 ５

（注５）

0AA C

セグメントＦ４フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値  ３

（注４）

0A0

（注１１）

A

エンド・エンドＦ４フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値  ４

（注４）

0A0

（注１１）

A

ＶＰリソース管理セル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）

任意のＶＰＩ値  ６ 110

（注９）

A

将来のＶＰ機能のために予約

（注６）

任意のＶＰＩ値  ７

（注１０）

0AA

（注１１）

A

将来の機能のために予約

（注７）

任意のＶＰＩ値

８－１５の任意のＶＣＩ

値

（注１０）

0AA A

プライベートネットワークで使用するた

めに予約

（注１２）

任意のＶＰＩ値 １６－２１の任意のＶＣ

Ｉ値

OAA A

将来の機能のために予約

（注７）

任意のＶＰＩ値

２２－３１の任意のＶＣ

Ｉ値

0AA A

セグメントＦ５フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値

０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

100 A

エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値

０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

101 A
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ＶＣリソース管理セル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）

任意のＶＰＩ値

０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

110 A

将来のＶＣ機能のために予約 任意のＶＰＩ値

０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

111 A

ＧＦＣフィールドは、これらの組み合わせの全ての場合に有効である。

Ａ：“0”または“1”であり、ＡＴＭレイヤ機能固有の使用に有効である。

Ｂ：任意の値。

Ｃ：発側のエンティティは、ＣＬＰビットを“0”に設定すべきである。この値は、網により変更される場合

もありうる。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の２.３.１節参照）

注１：ＶＰＩ値が０の場合、表に示されたＶＣＩ値は、ローカル交換機のユーザシグナリングのために予約

される。ＶＰＩ値が０以外の場合、表に示されたＶＣＩ値は、他のシグナリングエンティティを有す

るシグナリングのために予約される。（例えば、他のユーザまたはリモートネットワーク。)

注２： 欠番

注３： 欠番

注４：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０によると、透過性は、ユーザ・ユーザＶＰにおけるＦ４フローＯＡＭに対

し保証されない。

注５：ＶＣＩ値は、ＵＮＩにおける全てのＶＰＣにおいてプリアサインされる。これらの値の使用は、実際

のシグナリング構成による。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照）

注６：このＶＣＩ値は、ＶＰの機能のために予約される。

注７：これらのＶＣＩ値は、将来の特定の機能の標準化のために予約される。

注８：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０によると、ＶＣＩ値が１、２、５、１６から３１、３１より大きいセルは

ＶＰ ＯＡＭ機能によりモニタされる。他のＶＣＩ値のセルはＶＰ ＯＡＭ機能によりモニタされない。

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０参照）

注９：これは送信時のＰＴＩフィールドのコーディングを規定するものである。ＰＴＩフィールドのコーデ

ィングに関係なくこのＶＣＩ値は指定された機能（ＶＰリソース管理）のみに使用されなければなら

ない。ＶＣＩ＝６かつＰＴＩが“１１０”以外で受信したエラーセルの処理方法は実現上のオプショ

ンである。そのようなセルをＶＰリソース管理セルとして処理してもよい。

注１０：これらのＶＣＩ値を持つＡＴＭセルのペイロードの透過性は保証されない。つまりこれらのＶＣＩ

値のセルはＶＰの中間点で抽出あるいは挿入されることがある。具体的にどのような状況で抽出／挿

入されるかは今後の検討課題である。この検討が終了するまでは、これらのＶＣＩ値を持つＡＴＭセ

ルのペイロードはＶＰ内で透過的に転送されなければならない。

注１１：これは送信時のＰＴＩフィールドのコーディングを規定するものである。ＰＴＩフィールドのコー

ディングに関係なくこれらのＶＣＩ値は指定された機能のみに使用されなければならない。受信時に、

セル種別の識別のためにＰＴＩフィールドは使用されない。例えばＶＣＩ＝４のセルはＰＴＩフィー

ルドのコーディングに関係なくエンド・エンドＦ４フローＯＡＭセルとして扱われる。

注１２：このＶＣＩのグループの保守および割り当てを行う予定はない。

注１３：ポイント・ポイント接続のＵＮＩの場合、これは無効セルである。もしポイント・ポイント接続の

ＵＮＩで受信したならば、そのセルはアンアサインドセルとして扱われる（すなわち廃棄される）。

ＧＦＣプロトコルを用いるマルチアクセスＵＮＩの場合、それはアンアサインドセルである。マルチ
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アクセスＵＮＩのＧＦＣプロトコルでは、端末の識別はＶＰＩ値で行われる。ユーザーセルがない場

合には、アンアサインドセルはＶＰＩフィールドを端末のアドレスとして使って正しい端末に送られ

る。

ＴＴＣ注：ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ仕様では速度調整用（ｃｅｌｌ　ｒａｔｅ　ｄｅｃｏｕｐｌｉｎｇ）に用いら

　　　　　れる（ ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ ＵＮＩ仕様ｖｅｒ．３．１参照）。

2.2.4  ペイロードタイプ（ＰＴ）フィールド

  ３ビットがＰＴの識別のために使用される。ペイロードタイプ識別子（ＰＴＩ）のコーディングを表２－

３／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。

表２－３／ＪＴ－Ｉ３６１　ＵＮＩにおけるペイロードタイプ識別子（ＰＴＩ）のコーディング

    　　　 (ITU-T I.361)

ＰＴＩ

ビット４ ３ ２

説  明

０ ０ ０ ユーザデータセル、輻輳なし

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝０

０ ０ １ ユーザデータセル、輻輳なし

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝１

０ １ ０ ユーザデータセル、輻輳あり

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝０

０ １ １ ユーザデータセル、輻輳あり

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝１

１ ０ ０ セグメントＦ５フローＯＡＭセル

１ ０ １ エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル

１ １ ０ リソース管理セル

１ １ １ 将来ＶＣ機能のために予約

  輻輳している網では、ユーザデータセルを受信した時、ＰＴＩを次のように変更してよい。

・ＰＴＩ＝０００またはＰＴＩ＝０１０として受信したセルは、ＰＴＩ＝０１０として送信される。

・ＰＴＩ＝００１またはＰＴＩ＝０１１として受信したセルは、ＰＴＩ＝０１１として送信される。

　輻輳していない網では、ＰＴＩを変更してはならない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の４.１節参照｡

  ＰＴＩ＝１１０の使用は、リソース管理用に予約される。 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の３.２.６節参照｡

  ＰＴＩ＝１００及びＰＴＩ＝１０１の使用は、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０に示されている。

　セルのＰＴＩ値が“１１１”に設定されているとき、そのセルのペイロード内のあるフィールドがＡＴＭ

レイヤの機能を示す。このフィールドの長さは今後の検討課題である。

ＴＴＣ注：この拡張値の割り当ては、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３で管理される。ペイロードの残りの部分のコー

ディングは、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３の中でその機能を提案したグループによってなされるべきであ

る。
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2.2.5  セル損失優先表示（ＣＬＰ）フィールド

  網の状態によってまたいくつかのＡＴＭ転送能力（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）によっては、ＣＬＰ

がセットされた（ＣＬＰ値が“１”）セルは、ＣＬＰがセットされていない（ＣＬＰ値が“０”）セルより

優先的に廃棄される。（ＣＬＰビットの使用法に関する詳細は、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）

2.2.6  ヘッダ誤り制御（ＨＥＣ）フィールド

  ＨＥＣフィールドは８ビットで構成される。このフィールドの使用方法については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ

４３２．１に示される。

2.3  ＮＮＩにおけるセルヘッダフォーマットとコーディング

  ヘッダの構造を図２－３／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。ヘッダ内の各フィールドとそのコーディングについて

は次節で記述する。

                図２－３／ＪＴ－Ｉ３６１  ＮＮＩにおけるヘッダ構造

                             　　 (ITU-T I.361)

2.3.1  セルヘッダのプリアサインド値

  （物理レイヤで使用されるセルとＡＴＭレイヤで使用されるセルを区別するために）セルヘッダのプリア

サインド値を表２－４／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。他の全ての値はＡＴＭレイヤで使用される。

ＶＰＩ

ＶＰＩ ＶＣＩ

ＶＣＩ

ＶＣＩ ＰＴ ＣＬＰ

ＨＥＣ

８  ７  ６  ５     ４  ３  ２  １

ビット

オクテット

１

２

３

４

５
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表２－４／ＪＴ－Ｉ３６１  物理レイヤセルのプリアサインドセルヘッダ値

　　　　　　　　　　　(ITU-T I.361)      （ＨＥＣフィールドを除く）

オクテット１ オクテット２ オクテット３ オクテット４

空きセルの識別

（ＴＴＣ注）

00000000 00000000 00000000 00000001

 

 物理レイヤでの使用の予約

（注１）

00000000  00000000  00000000 0000PPP1

Ｐ－このビットは物理レイヤでの使用に対し有効である。これらのビットに割当てられた値は、ＡＴＭレイ

　　ヤにおいて対応するビット位置を占めるフィールドに対して意味を持たない。

注１：特定のプリアサインド物理レイヤセルのヘッダ値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２シリーズとその他の

　　　物理レイヤに関連する標準（付録１参照）に記述されている。

ＴＴＣ注：ＴＴＣ標準では速度調整用（ｃｅｌｌ ｒａｔｅ ｄｅｃｏｕｐｌｉｎｇ）に空きセルが用いられ

る。一方、ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ仕様においては物理レイヤに速度調整の概念がない（ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｉ４３２シリーズ、 ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ ＵＮＩ仕様ｖｅｒ．３．１参照）。

2.3.2  ルーチングフィールド（ＶＰＩ／ＶＣＩ）

  ルーチングのために２８ビットが使用され、このうち１２ビットがＶＰＩ、１６ビットがＶＣＩである。 Ｖ

ＰＩ値とＶＣＩ値のプリアサインド組合わせを表２－５／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。この他のプリアサインド

ＶＰＩ値とＶＣＩ値については今後の検討課題である。ＶＣＩ値０はユーザのバーチャルチャネル識別に利

用できない。

  ルーチングのために使用されるＶＰＩおよびＶＣＩフィールドのビット数はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０の

３.１.２.４節で記されているようにユーザと網の間のネゴシエーションにより確立される。ルーチングに使

用されるＶＰＩおよびＶＣＩフィールド内の各ビットは次の規則に従って配置される。

・ＶＰＩ値を表す各ビットは、ＶＰＩフィールド内で連続して（間隔を空けずに）割り当てられる。

・ＶＰＩ値がＶＰＩフィールドの桁数（ビット数）に満たない場合は、第２オクテットのビット５（最下位

ビット）側から詰めて割り当てられる。

・ＶＣＩ値を表す各ビットは、ＶＣＩフィールド内で連続して（間隔を空けずに）割り当てられる。

・ＶＣＩ値がＶＣＩフィールドの桁数（ビット数）に満たない場合は、第４オクテットのビット５（最下位

ビット）側から詰めて割り当てられる。

  さらに、配置されないビット、すなわち２８ビットのルーチングフィールド中でユーザあるいは網により

利用されないビットは、“0”にセットする。

  ＶＰＩ／ＶＣＩ割り当て情報については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０の３.１.３節、及び３.１.４節を参

照。
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表２－５／ＪＴ－Ｉ３６１　ＮＮＩにおけるプリアサインドＶＰＩ値、ＶＣＩ値、

          　　　(ITU-T I.361)　       ＰＴＩ値、及びＣＬＰ値の組み合わせ

用途 ＶＰＩ ＶＣＩ

（注６）

ＰＴＩ ＣＬＰ

アンアサインドセル（ＴＴＣ注） ０ ０ 任意値 0

無効 ０以外の

任意のＶＰＩ値 ０

任意値 B

ＮＮＩシグナリング

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照）

（注１０）

任意のＶＰＩ値 ５ 0AA C

セグメントＦ４フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値 ３

（注３）

0A0

（注１１）

A

エンド・エンドＦ４フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値 ４

（注３）

0A0

（注１１）

A

ＶＰリソース管理セル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）

任意のＶＰＩ値 ６ 110

（注７）

A

将来のＶＰ機能のために予約

（注４）

任意のＶＰＩ値 ７

（注８）

0AA

（注１１）

A

将来の機能のために予約

（注５）

任意のＶＰＩ値 ８～１５の任意のＶＣＩ

値

（注８）

0AA A

プライベートネットワークで使用するた

めに予約（注９）

１６～２１の任意のＶＣ

Ｉ値

0AA

将来の機能のために予約

（注５）

任意のＶＰＩ値 ２２～３１の任意のＶＣ

Ｉ値

0AA A

セグメントＦ５フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値 ０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

100 A

エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０参照）

任意のＶＰＩ値 ０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

101 A

ＶＣリソース管理セル

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）

任意のＶＰＩ値 ０，３，４，６，７

00000000 00000110

以外の任意のＶＣＩ値

110 A

将来のＶＣ機能のために予約 任意のＶＰＩ値 ０，３，４，６，７

以外の任意のＶＣＩ値

111 A

Ａ：“0”または“1”であり、ＡＴＭレイヤ機能固有の使用に有効である。

Ｂ：任意の値。

Ｃ：発側のエンティティは、ＣＬＰビットを“0”に設定すべきである。この値は、網により変更される場合

もありうる。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の２.３.１節参照）

注１：欠番。

注２：欠番。
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注３：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０によると、透過性は、ユーザ・ユーザＶＰにおけるＦ４フローＯＡＭに対

し保証されない。

注４：このＶＣＩ値は、ＶＰの機能のために予約される。

注５：これらのＶＣＩ値は、将来の特定の機能の標準化のために予約される。

注６：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０によると、ＶＣＩ値が１、２、５、１６から３１、３１より大きいセルは

ＶＰ ＯＡＭ機能によりモニタされる。他のＶＣＩ値のセルはＶＰ ＯＡＭ機能によりモニタされない。

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０参照）

注７：これは送信時のＰＴＩフィールドのコーディングを規定するものである。ＰＴＩフィールドのコーデ

ィングに関係なくこのＶＣＩ値は指定された機能（ＶＰリソース管理）のみに使用されなければなら

ない。ＶＣＩ＝６かつＰＴＩが“１１０”以外で受信したエラーセルの処理方法は実現上のオプショ

ンである。そのようなセルをＶＰリソース管理セルとして処理してもよい。

注８：これらのＶＣＩ値を持つＡＴＭセルのペイロードの透過性は保証されない。つまりこれらのＶＣＩ値

のセルはＶＰの中間点で抽出あるいは挿入されることがある。具体的にどのような状況で抽出／挿入

されるかは今後の検討課題である。この検討が終了するまでは、これらのＶＣＩ値を持つＡＴＭセル

のペイロードはＶＰ内で透過的に転送されなければならない。

注９：このＶＣＩのグループの保守および割り当てを行う予定はない。

注１０：ユーザ・ユーザＶＰコネクション（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照）において、ＵＮＩ（１，２お

よび５）におけるシグナリングで使用されるＶＣＩ値はコネクションに沿って同じである。ネットワ

ーク・ネットワークＶＰコネクションにおいて、ＶＣＩ値５がＮＮＩシグナリングプロトコルのため

だけに使用される。

注１１：これは送信時のＰＴＩフィールドのコーディングを規定するものである。ＰＴＩフィールドのコー

ディングに関係なくこれらのＶＣＩ値は指定された機能のみに使用されなければならない。受信時に、

セル種別の識別のためにＰＴＩフィールドは使用されない。例えばＶＣＩ＝４のセルはＰＴＩフィー

ルドのコーディングに関係なくエンド・エンドＦ４フローＯＡＭセルとして扱われる。

ＴＴＣ注：ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ仕様では速度調整用（ｃｅｌｌ ｒａｔｅ ｄｅｃｏｕｐｌｉｎｇ）に用いられ

　　　　　る（ ＡＴＭ Ｆｏｒｕｍ ＵＮＩ仕様ｖｅｒ．３．１参照）。

2.3.3  ペイロードタイプ（ＰＴ）フィールド

  ＰＴ識別のために３ビットが利用できる。ペイロードタイプ識別子（ＰＴＩ）のコーディングを表２－６

／ＪＴ－Ｉ３６１に示す。
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表２－６／ＪＴ－Ｉ３６１　ＮＮＩにおけるペイロードタイプ識別子（ＰＴＩ）のコーディング

     　　　(ITU-T I.361)

ＰＴＩ

ビット４ ３ ２

説  明

０ ０ ０ ユーザデータセル、輻輳なし

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝０

０ ０ １ ユーザデータセル、輻輳なし

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝１

０ １ ０ ユーザデータセル、輻輳あり

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝０

０ １ １ ユーザデータセル、輻輳あり

ＡＴＭレイヤユーザ間表示＝１

１ ０ ０ セグメントＦ５フローＯＡＭセル

１ ０ １ エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル

１ １ ０ リソース管理セル

１ １ １ 将来ＶＣ機能のために予約

  輻輳している網では、ユーザデータセルを受信した時、ＰＴＩを次のように変更してよい。

・ＰＴＩ＝０００またはＰＴＩ＝０１０として受信したセルは、ＰＴＩ＝０１０として送信される

・ＰＴＩ＝００１またはＰＴＩ＝０１１として受信したセルは、ＰＴＩ＝０１１として送信される

　輻輳が発生していない網では、ＰＴＩを変更してはならない。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の４.１節参照。

  ＰＴＩ＝１１０の使用は、リソース管理用に予約される。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１の３.２.６節参照。

  ＰＴＩ＝１００及びＰＴＩ＝１０１の使用は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０に示されている。

　セルのＰＴＩ値が“１１１”に設定されているとき、そのセルのペイロード内のあるフィールドがＡＴＭ

レイヤの機能を示す。このフィールドの長さは今後の検討課題である。

ＴＴＣ注：この拡張値の割り当てはＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３で管理される。そのペイロードの残りの部分のコー

ディングはＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３の中でその機能を提案したグループによってなされるべきであ

る。

2.3.4  セル損失優先表示（ＣＬＰ）フィールド

  網の状態によってはまたいくつかのＡＴＭ転送能力（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）によっては、ＣＬ

Ｐがセットされた（ＣＬＰ値が“１”）セルは、ＣＬＰがセットされていない（ＣＬＰ値が“０”）セルよ

り優先的に廃棄される。

2.3.5  ヘッダ誤り制御（ＨＥＣ）フィールド

  ＨＥＣフィールドは８ビットで構成される。ＮＮＩのＨＥＣのメカニズムについてはＵＮＩのそれと同様

であり、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２.１に示される。

2.4  セル情報フィールド

2.4.1  プリアサインド値

  全てのアンアサインドセルの情報フィールド内のプリアサインド値については今後の検討課題である。
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３．サービスプリミティブ

  サービスプリミティブは、サービスアクセスポイント（ＳＡＰ）を通しての情報および制御の論理的交換

を抽象的な手法で表現する。このプリミティブは、エンティティやインタフェースの実現方法を規定したり

制約するものでない。

3.1  上位レイヤと交換されるプリミティブ

  ＡＴＭ＿ＳＡＰを通してＡＴＭレイヤと上位レイヤ（ＡＡＬなど）間で交換される情報は、以下のプリミ

ティブを含む。

    ＡＴＭ＿データ＿要求（ＡＴＭ＿ＳＤＵ、送信損失優先度、輻輳表示、

                          ＡＴＭ＿ユーザ－ＡＴＭ＿ユーザ表示）

    ＡＴＭ＿データ＿表示（ＡＴＭ＿ＳＤＵ、輻輳表示、ＡＴＭ＿ユーザ－ＡＴＭ＿

                          ユーザ表示、受信損失優先度）

  追加パラメータについては、今後の検討課題である。

3.1.1  プリミティブの記述

(1)ＡＴＭ＿データ＿要求

  このプリミティブは、ＡＴＭコネクション上の対応するエンティティへの１つのＡＴＭ＿ＳＤＵ（サービ

スデータユニット）の転送を要求するために上位レイヤエンティティ（ＡＡＬ－エンティティなど）により

発行される。送信損失優先度パラメータとＡＴＭ＿ユーザ－ＡＴＭ＿ユーザ表示パラメータは、ＡＴＭレイ

ヤ上で生成されるＡＴＭ＿ＰＤＵ（プロトコルデータユニット）に対して、適切なＣＬＰとＰＴＩフィール

ドを割り当てるために使用される。生成されるＡＴＭ＿ＰＤＵは、そのＡＴＭコネクションに割り当てられ

るＰＨＹ＿ＣＥ（物理レイヤコネクション終端）またはＰＨＹ＿ＣＥの表示されたグループ上を転送される。

(2)ＡＴＭ＿データ＿表示

  このプリミティブは、ＡＴＭコネクション上で、表示されたＰＨＹ＿ＣＥからＡＴＭ＿ＳＤＵの到着を上

位レイヤエンティティ（ＡＡＬ＿エンティティなど）へと通知するために、輻輳表示と受信したＡＴＭ＿ユ

ーザ－ＡＴＭ＿ユーザ情報を伴い発行される。エラーが存在しない場合は、そのＡＴＭ＿ＳＤＵは、対応す

る上位レイヤエンティティのＡＴＭ＿データ＿要求プリミティブにより送信されたＡＴＭ＿ＳＤＵと同じも

のである。

3.1.2  パラメータの記述

(1)ＡＴＭ＿ＳＤＵ

  本パラメータは、対応する上位レイヤエンティティ間でＡＴＭレイヤにより転送されるＡＴＭレイヤユー

ザデータ（ＡＡＬ  ＳＡＲ＿ＰＤＵなど）の４８オクテットを含む。

(2)送信損失優先度

  本パラメータは、ＡＴＭ＿ＳＤＵにて運ばれる情報のために要求される転送の相対的な重要度を表示する。

優先と非優先の２値をとる。

(3)受信損失優先度

  本パラメータは、ＡＴＭ＿ＳＤＵにて運ばれた情報の転送の相対的な重要度を表示する。優先と非優先の

２値をとる。
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(4)輻輳表示

  本パラメータは、受信したＡＴＭ＿ＳＤＵが、輻輳状態中の網ノードを通過したことを示す。

(5)ＡＴＭ＿ユーザ－ＡＴＭ＿ユーザ表示（ＡＵＵ）

  本パラメータは、ＡＴＭレイヤにより透過的に転送される。

  パラメータの使用は、表３－１／ＪＴ－Ｉ３６１にまとめられている。

表３－１／ＪＴ－Ｉ３６１  ＡＴＭ＿データ  プリミティブのパラメータ

              　　　　(ITU-T I.361 )

パラメータ タイプ 適用 コメント

ＡＴＭ＿ＳＤＵ 要求

表示

Ｍ

Ｍ

ＡＴＭレイヤユーザデータの

４８オクテット

送信損失優先度 要求 Ｍ （注１）

受信損失優先度

表示 Ｍ （注１）

輻輳表示 要求

表示

Ｏ（注３）

Ｍ

輻輳ありの表示

ＡＵＵ 要求

表示

Ｍ

Ｍ

（注２）

Ｍ（Ｍａｎｄａｔｏｒｙ）：必須

Ｏ（Ｏｐｔｉｏｎａｌ）：オプション

注１：受信損失優先度あるいは送信損失優先度＝０  は、ＣＬＰビット＝０に対応する。

      受信損失優先度あるいは送信損失優先度＝１  は、ＣＬＰビット＝１にする。

注２：ＡＵＵ＝０は、ＡＴＭレイヤユーザ間表示(２.２.４節、２.３.３節参照）＝０に対応する。

      ＡＵＵ＝１は、ＡＴＭレイヤユーザ間表示(２.２.４節、２.３.３節参照）＝１に対応する。

注３：本パラメータは、インタワーキング（フレームリレーサービスなど）用に使用する場合がある。

3.2  下位レイヤと交換されるプリミティブ

  ＡＴＭレイヤは、物理レイヤに対しＡＴＭエンティティ相互間におけるＡＴＭセルの転送を期待する。Ｐ

ＨＹ＿ＳＡＰを経由してＡＴＭレイヤと物理レイヤとの間で交換される情報には、次のプリミティブがある。

    ＰＨＹ＿データ＿要求（ＰＨＹ＿ＳＤＵ）

    ＰＨＹ＿データ＿表示（ＰＨＹ＿ＳＤＵ）

3.2.1  プリミティブの記述

(1)ＰＨＹ＿データ＿要求

  本プリミティブは、ＡＴＭレイヤが、すでに存在する物理コネクション上で、ローカルＡＴＭエンティテ

ィから対応するＡＴＭエンティティへのＡＴＭセルの転送を要求するのに使用される。ＡＴＭレイヤと物理

レイヤ間で交換される個々のセルは、ＰＨＹ＿ＳＡＰを経由して行われる。セル全体（ＨＥＣフィールドを
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除く）は、すでに存在する物理コネクション上を物理レイヤによる変更を受けることなく転送される。

(2)ＰＨＹ＿データ＿表示

  本プリミティブは、すでに存在する物理コネクション上で、対応する物理レイヤエンティティから，ＰＨ

Ｙ＿ＳＤＵが到着したことを物理レイヤがＡＴＭレイヤに通知するのに使用される。エラーが無ければ、こ

のＰＨＹ＿ＳＤＵ（ＨＥＣフィールドを除く）は、対応するＡＴＭエンティティのＰＨＹ＿データ＿要求プ

リミティブによって送られたＰＨＹ＿ＳＤＵと同一のものとなる。

3.2.2  パラメータの記述

(1)ＰＨＹ＿ＳＤＵ

  本パラメータは、ＡＴＭエンティティ相互間で転送される一個のＡＴＭセルを含む。

3.3  ＡＴＭマネジメント（ＡＴＭＭ）エンティティと交換されるプリミティブ

  図３－１／ＪＴ－Ｉ３６１は、ＡＴＭエンティティとＡＴＭＭエンティティ間の二つのタイプの相互作用

を示す。一つの相互作用は、これら二つのエンティティ間のローカルな情報の交換である。もう一つの相互

作用は、ＡＴＭＭエンティティ同位間通信用であり、ＡＴＭエンティティとＡＴＭＭエンティティの間では、

セグメントＦ５フローＯＡＭセル、エンド・エンドＦ５フローＯＡＭセル、リソース管理が関連する。

  ＡＴＭＭエンティティの同位間通信用プリミティブには以下のものがある。

    ＡＴＭＭ＿データ＿要求

            ＡＴＭ＿ＳＤＵ、送信損失優先度、ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ、ＧＯ＿ｖａｌｕｅ、ＰＨＹ＿ＣＥＩ

    ＡＴＭＭ＿データ＿表示

            ＡＴＭ＿ＳＤＵ、輻輳表示、受信損失優先度、ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ、ＧＯ＿ｖａｌｕｅ、ＰＨＹ＿

　　　　　　ＣＥＩ

ＡＴＭエンティティとＡＴＭＭエンティティ間のローカルな情報交換には以下のものがある。

    ＡＴＭＭ＿ＧＦＣ＿要求

            ＡＴＭ＿ＬＩ、ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ、ＧＯ＿ｖａｌｕｅ、ＰＨＹ＿ＣＥＩ

    ＡＴＭＭ＿ＧＦＣ＿表示

            ＡＴＭ＿ＬＩ，ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ、ＧＯ＿ｖａｌｕｅ、ＰＨＹ＿ＣＥＩ
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注：この図にはＧＦＣやアンアサインドセル挿入（ＵＣＩ）機能は示されていない。これらの機能ブロック

の位置は付属資料Ｂを参照。

Ｆ４フローＯＡＭ
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ト

ユーザデータ表示

ユーザデータ表示

メタシグナリング

リソース管理

エンド・エンドＦ５フローＯＡＭ

セグメントＦ５フローＯＡＭ

ＰＨＹ

ＰＨＹ＿ＣＥＰ

ＰＨＹ＿ＳＡＰ

ＡＴＭ

ＡＡＬ

ＡＴＭ＿ＣＥＰ

ＡＴＭ＿ＳＡＰ

ＡＴＭＭ＿データ

ＡＴＭＭエンティティ ＡＴＭエンティティ内部相互作用

レイヤマネジメント ユーザ／制御プレーン

ＡＴＭ＿データ

ＡＴＭＭ

図３－１／ＪＴ－Ｉ３６１　ＡＴＭエンティティとＡＴＭＭエンティティの相互作用

　　　(ITU-T I.361)
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3.3.1  プリミティブの記述

(1)ＡＴＭＭ＿データ＿要求

  本プリミティブは、ＡＴＭＭエンティティが、マネジメント用ＡＴＭ＿ＳＤＵの転送を要求するときに使

用される。

(2)ＡＴＭＭ＿データ＿表示

  本プリミティブは、ＡＴＭＭエンティティに対し、マネジメント用ＡＴＭ＿ＳＤＵの到着を表示するとき

に使用される。

(3)ＡＴＭＭ＿ＧＦＣ＿要求

本プリミティブは、ＡＴＭＭエンティティが、ＧＦＣオペレーションモードを制御（制御あり／制御なし）

するときに使用される。

(4)ＡＴＭＭ＿ＧＦＣ＿表示

本プリミティブは、ＡＴＭＭエンティティに対し、ＧＦＣオペレーションモードを表示するときに使用さ

れる。

3.3.2  パラメータの記述

(1)ＡＴＭ＿ＳＤＵ

  本パラメータは、ＡＴＭＭエンティティ間を透過的に伝送されるＡＴＭレイヤマネジメントデータの４８

オクテットを含む。

(2)送信損失優先度

  本パラメータは、ＡＴＭ＿ＳＤＵによって運ばれる情報に対して要求された相対的重要度を示す。これは

二つの値しか取り得ず、優先か非優先のどちらかである。

(3)受信損失優先度

  本パラメータは、ＡＴＭ＿ＳＤＵによって運ばれる情報に対して与えられた相対的重要度を示す。これは

二つの値しか取り得ず、優先か非優先のどちらかである。

(4)輻輳表示

  本パラメータは、受信したＡＴＭ＿ＳＤＵが輻輳中の網ノードを通過した事を示す。

(5)ＰＨＹ＿ＣＥＩ

  本パラメータは、ＰＨＹ＿ＳＡＰ中のＰＨＹ＿ＣＥを識別する。何らかの特性を、本識別子に対応づける

ことが可能であり、例えばＵＮＩやＮＮＩセル・フォーマットなどがそれである1。

(6)輻輳

本パラメータは、ＡＴＭエンティティの輻輳状態を示す。

                                                            
1 マルチポイントコネクションのような場合、複数のＰＨＹ＿ＣＥＩが、同一のＡＴＭコネクションに対

応づけられることもあり得る。また、リレー機能を持つノードでは、少なくとも二つのＰＨＹ＿ＣＥＩが、

同一のＡＴＭコネクションに対応づけられる。
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(7)ＡＴＭ＿ＬＩ

本パラメータは、ＡＴＭ＿ＳＡＰにおけるＡＴＭコネクションを示す。

(8)ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ

  本パラメータは、ＧＦＣモードが制御ありか、または制御なしかを示す。

(9)ＧＯ＿ｖａｌｕｅ

本パラメータは、制御ありのＧＦＣモードに対するクレジット値を示す。

  パラメータの使用法は、表３-２／ＪＴ－Ｉ３６１ を参照。

表３-２／ＪＴ－Ｉ３６１  ＡＴＭＭ＿データ のパラメータ

                    　　　(ITU-T I.361)

パラメータ タイプ 適用 コメント

ＡＴＭ＿ＳＤＵ 要求

表示

Ｍ

Ｍ

ＡＴＭレイヤマネジメントデータの

４８オクテット

送信損失優先度 要求 Ｍ （注１）

受信損失優先度

表示 Ｏ （注１）

輻輳表示

表示 Ｍ 輻輳ありの表示

ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ 要求

表示

Ｏ

Ｏ

ＧＦＣモードの表示

ＧＯ＿ｖａｌｕｅ 要求

表示

Ｏ

Ｏ

クレジット値の表示

ＰＨＹ＿ＣＥＩ 要求

表示

Ｍ

Ｍ

ＰＨＹ＿ＳＡＰ中のＰＨＹ＿ＣＥの表示

Ｍ（Ｍａｎｄａｔｏｒｙ）:必須

Ｏ（Ｏｐｔｉｏｎａｌ）:オプション

注１：送信損失優先度あるいは受信損失優先度＝０は、ＣＬＰビット＝０に対応する。

      送信損失優先度あるいは受信損失優先度＝１は、ＣＬＰビット＝１に対応する。
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表３-３／ＪＴ－Ｉ３６１  ＡＴＭＭ＿ＧＦＣ のパラメータ

　　(ITU-T I.361)

パラメータ タイプ 適用 コメント

ＡＴＭ＿ＬＩ 要求 Ｍ ＡＴＭ＿ＳＡＰ中のＡＴＭコネクション

ＧＦＣ＿ｍｏｄｅ 要求

表示

Ｏ

Ｏ

ＧＦＣモードの表示

ＧＯ＿ｖａｌｕｅ 要求

表示

Ｏ

Ｏ

クレジット値の表示

Ｍ（Ｍａｎｄａｔｏｒｙ）:必須

Ｏ（Ｏｐｔｉｏｎａｌ）:オプション

４．ＡＴＭプロトコル手順

　本章はＡＴＭプロトコル操作 (同位間、レイヤ間情報フローを含む)の手順について述べる。

4.1  ＧＦＣプロトコル手順

  無制御装置に対しては、ＧＦＣ機能は用いられない。ＧＦＣフィールドの設定を行わず、送信時は常にＧ

ＦＣフィールドを“００００”に設定する。

  以下に記述する手順は，ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０の３．４．４．１節に記述される様な被制御装置と制

御装置とに適用される。

  ＳＢ参照点とＴＢ参照点（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３の図２－２／ＪＴ－Ｉ４１３と図２－３／ＪＴ－Ｉ４

１３を参照）における被制御ＧＦＣ手順は、以下の３つの機能を許容する。

(1) ＵＮＩを通過してネットワーク内へ流れ込むＡＴＭトラヒックをインタフェース速度内の特定値以下に

制限するために、全てのＡＴＭコネクション上のトラヒックを周期的に ＨＡＬＴする機能

(2) 被制御ＡＴＭコネクションにおけるトラヒックの、ネットワークに対するアクセス制御機能

(3) 被制御装置による制御装置への、被制御ＡＴＭコネクション上に提供されるセルであることの明確な表

示機能

4.1.1  ＧＦＣフィールドの割当

  ＧＦＣはＡＴＭレイヤの割当てセルとアンアサインドセルを使用する。制御装置から被制御装置への方向

においては、実行可能なときはいつでも、制御装置から被制御装置へのＡＴＭレイヤセルにＧＦＣ信号が付

加される。もしＧＦＣ信号を付加すべきＡＴＭレイヤのセルが存在しない場合には、ＧＦＣ機能はＧＦＣ信

号を被制御装置へ伝達するためにアンアサインドのＡＴＭレイヤセルを作り出す。

  ＳＢ参照点、ＴＢ参照点におけるＧＦＣは、表４－１／ＪＴ－Ｉ３６１及び表４－２／ＪＴ－Ｉ３６１に定

義されるビット割当を持つ。
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表４－１／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣフィールドのビット割当て

                    　　(ITU-T I.361)          （被制御装置に向かう方向）

ＧＦＣビット値

ビット８７６５

定義

００００　NO＿HALT,NULL,Point-to-point UNI

１０００ 　HALT, NULL＿A,NULL＿B,Point-to-point UNI

０１００ 　NO＿HALT,SET＿A,NULL＿B,Point-to-point UNI

１１００ 　HALT,SET＿A,NULL＿B,Point-to-point UNI

００１０ 　NO＿HALT, NULL＿A, SET＿B,Point-to-point UNI

１０１０ 　HALT,NULL＿A, SET＿B,Point-to-point UNI

０１１０ 　NO＿HALT,SET＿A, SET＿B,Point-to-point UNI

１１１０ 　HALT,SET＿A, SET＿B,Point-to-point UNI

０００１ 　NO＿HALT,NULL，特定 B-TE

１００１ 　HALT, NULL＿A,NULL＿B，特定 B-TE

０１０１ 　NO＿HALT,SET＿A,NULL＿B，特定 B-TE

１１０１ 　HALT,SET＿A,NULL＿B，特定 B-TE

００１１ 　NO＿HALT, NULL＿A, SET＿B，特定 B-TE

１０１１ 　HALT,NULL＿A, SET＿B，特定 B-TE

０１１１ 　NO＿HALT,SET＿A, SET＿B，特定 B-TE

１１１１ 　HALT,SET＿A, SET＿B，特定 B-TE

  被制御装置から制御装置への方向においては、全てのセルのＧＦＣフィールドの設定とＶＰＩ／ＶＣＩフ

ィールドで示されるコネクションとの間には直接的な関連付けが存在する。無制御、キューＡまたはキュー

Ｂの設定の判定は呼設定時に確立され、被制御装置から制御装置への方向においては、ある与えられたＶＰ

Ｉ／ＶＣＩの値を持つ全てのセルに対しては同一である。
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表４－２／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣフィールドのビット割当て

                    　　(ITU-T I.361)           （制御装置に向かう方向）

ＧＦＣビット値

ビット８７６５

定義

００００ 端末は無制御。

セルはアサインド

または無制御ＡＴＭコネクション上のセル。

０００１ 端末は被制御。

セルはアンアサインド

または無制御ＡＴＭコネクション上のセル。

０１０１ 端末は被制御。

被制御ＡＴＭコネクション・グループＡ上のセル。

００１１ 端末は被制御。

被制御ＡＴＭコネクション・グループＢ上のセル。

その他の値 無視される

4.1.2  ＧＦＣ手順

各Ｂ－ＴＥが特定のＶＰＩ値で識別できる場合は、マルチアクセスＵＮＩにＧＦＣ手順を適用することが

できる。

  これらの手順に関するＳＤＬ図を付属資料Ｂに記述する。

  制御装置のリンク初期化フェーズプロトコル

  ポイント・ポイントリンクにおけるＧＦＣ手順の利用法は、リンク初期化時に決定され、リンクがアクテ

ィブである間中変更されない。制御装置が、そのリンクにおいて被制御転送手順を使用するかどうかを、決

定するためにリンク初期化の間に以下のプロトコルを用いる。電源投入時に制御装置は以下の様に動作を開

始する。

  ＰＶＣリンクにおいては、制御装置のＧＦＣ手順の使用方法は、予め決定される。

  ＳＶＣリンクにおいては、被制御装置のＧＦＣの手順の使用方法は、被制御装置の構成情報によって決定

される。ＶＣＩ毎の無制御，キューＡまたは，キューＢの選択を行うシグナリング等の手順は今後の検討課

題である。

  制御装置は、制御装置の手順を起動するために以下の手順を用いる。

  制御装置は、ＧＦＣの実行が可能かどうか問い合わせるために、一定時間（Ｔ）あるいは最初のコネクシ

ョン設定が発生するまで、ＨＡＬＴ，ＳＥＴ＿ＡまたはＳＥＴ＿Ｂの内の一つを送信する。タイマー（Ｔ）

のデフォルト値は５秒である。

　タイマーの満了で、制御装置は無制御モードに戻る。

  この間制御装置は、被制御装置から“０００１”か“０１０１”か“００１１”信号を受信するかまたは

リンク開始手順を終了するまで、周期的なＨＡＬＴによるものは除いて、被制御装置がどんなグループのセ

ルを送信することも妨げない。それ故、被制御装置は時間Ｔの間に、正常でゼロではないＧＦＣフィールド

を持つセルを返送しなければならない。
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  本節は、デフォルトの１キューのモデルの手順とオプションの２キューのモデルの手順について記述する。

4.1.2.1  ＳＢ参照点とＴＢ参照点におけるＧＦＣ手順（１キューモデル）

(1)電源投入で被制御装置は以下の動作を開始する。（制御装置の初期化手順は４．１．２節を参照。）

- ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグがセットに初期化される。ＧＯ＿ＣＮＴＲは０に初期化される。ＧＯ＿ＶＡ

ＬＵＥは 1に初期化される。ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグはリセットされる。ＧＯ＿ＶＡＬＵＥは管

理手順によって変更可能である。

- 被制御装置は、ＨＡＬＴ，ＳＥＴ＿ＡまたはＳＥＴ＿Ｂ信号を制御装置から受信するまでは、無制御

ＧＦＣ手順を実行する。被制御装置が、制御装置からＨＡＬＴ，ＳＥＴ＿ＡまたはＳＥＴ＿Ｂ信号を

受信するとＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグはセットされ、そしてその後制御装置は被制御ＧＦＣ手順を

実行する。

(2)ＨＡＬＴの送信はオプションである。送信される場合には、ＨＡＬＴコマンドは周期的でなければならい。

　周期的なＨＡＬＴは有効なＡＴＭ伝送容量の論理的な制限のために使用される。ＨＡＬＴコマンドは制御

装置によってリンクの有効なＡＴＭ伝送容量を減少させるために発行される。たとえば、１００Ｍbit／s

のリンクにおいて、論理的な伝送容量を５０Ｍbｉｔ／ｓに減少させるために、５０％の時間ＨＡＬＴ状態

となる。これは、たとえば物理リンクの起動から停止までのように物理的な接続が存在する間中、周期的

な（予測可能な）割合で行われてもよい。トラヒック契約に従っているトラヒックに対して、契約違反と

なるトラヒックを生成するように周期的なＨＡＬＴを用いてはならない。被制御装置は、ＮＯ＿ＨＡＬＴ

を受信するとＴＲＡＮＳＭＩＴフラグをセットし、ＨＡＬＴを受信するとＴＲＡＮＳＭＩＴフラグをリセ

ットする。

(3)ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグがセットされている場合で、与えられたコネクションに有効なトラヒックの契約

条件によってセルの送信が許可されているならば、被制御装置は無制御ＡＴＭコネクション上の割当てセ

ルを、ネットワークに自由に送信することができる。無制御ＡＴＭコネクション上にセルの送信を行って

いるとき、被制御装置は、そのセルを無制御ＡＴＭコネクション上のセルであるとしてＧＦＣフィールド

を設定する。

(4)ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグがリセットされている場合、被制御装置はどのコネクションにおいてもネットワ

　ークへ割当てＡＴＭセルを送信することは許可されていない。

(5)被制御装置は、ＳＥＴ＿Ａを受信したら、指定された整数値（ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ）をクレジットカウンタ

　（ＧＯ＿ＣＮＴＲ）にセットする。

(6)ＮＵＬＬはＧＯ＿ＣＮＴＲに対して影響を与えない。

(7)ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグがセットされており、無制御ＡＴＭコネクション上へ送信するセルが無ければ、

　以下の手順が用いられる。

- ＧＯ＿ＣＮＴＲの値が０よりも大きければ、被制御装置は、どの被制御ＡＴＭコネクション上の割当
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てセルをも、ネットワークへ送信することが許可されている。被制御装置は被制御ＡＴＭコネクショ

ンへセルを送信するとき、そのセルのＧＦＣフィールドを被制御ＡＴＭコネクション上のセルである

として設定し、ＧＯ＿ＣＮＴＲ値を１減ずる。

- それ以外の場合には、被制御装置は、どの被制御ＡＴＭコネクション上のどのＡＴＭレイヤ割当てセ

ルをも、ネットワークへ送信することは許されない。

4.1.2.2　ＳＢ参照点とＴＢ参照点におけるＧＦＣ手順（２キューモデル）

(1)電源投入で被制御装置は以下の動作を開始する。（制御装置の初期化手順は４．１．２節を参照。）

- ＴＲＡＮＳＭＩＴとＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴフラグがセットに初期化される。ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ

とＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂが０に初期化される。ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿ＡとＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ｂは１に初

期化される。ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグはリセットされる。ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿ＡとＧＯ＿ＶＡＬ

ＵＥ＿Ｂは管理手順によって変更可能である。

- 被制御装置は、ＨＡＬＴ，ＳＥＴ＿ＡまたはＳＥＴ＿Ｂ信号を制御装置から受信するまでは、無制御

ＧＦＣ制御手順を実行する。被制御装置が、制御装置からＨＡＬＴ，ＳＥＴ＿ＡまたはＳＥＴ＿Ｂ信

号を受信するとＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグはセットされ、制御装置は被制御ＧＦＣ制御手順を実行

する。

(2)ＨＡＬＴの送信はオプションである。送信される場合には、ＨＡＬＴコマンドは周期的でなければならい。

　周期的なＨＡＬＴは有効なＡＴＭ伝送容量の論理的な制限のために使用される。ＨＡＬＴコマンドは制御

装置によってリンクの有効なＡＴＭ伝送容量を減少させるために発行される。たとえば、１００Ｍbit／s

のリンクにおいて、論理的な伝送容量を５０Ｍbｉｔ／ｓに減少させるために、５０％の時間ＨＡＬＴ状態

となる。これは、たとえば物理リンクの起動から停止までのように物理的な接続が存在する間中、周期的

な（予測可能な）割合で行われてもよい。トラヒック契約に従っているトラヒックに対して、契約違反と

なるトラヒックを生成するように周期的なＨＡＬＴを用いてはならない。被制御装置は、ＮＯ＿ＨＡＬＴ

を受信するとＴＲＡＮＳＭＩＴフラグをセットし、ＨＡＬＴを受信するとＴＲＡＮＳＭＩＴフラグをリセ

ットする。

(3)ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグがセットされている場合で、与えられたコネクションに有効なトラヒックの契約

　条件によってセルの送信が許可されているならば、被制御装置は無制御ＡＴＭコネクション上の割当てセ

ルを、ネットワークに自由に送信することができる。無制御ＡＴＭコネクション上にセルの送信を行って

いるとき、被制御装置は、そのセルを無制御ＡＴＭコネクション上のセルであるとしてＧＦＣフィールド

を設定する。

(4)ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグがリセットされている場合、被制御装置はどのコネクションにおいてもネットワ

　ークへ割当てＡＴＭセルを送信することは許可されていない。

(5)被制御装置は、ＳＥＴ＿Ａを受信したら、指定された整数値（ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ａ）をグループＡのク

　レジットカウンタ（ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ）にセットする。

(6)ＮＵＬＬ＿ＡはＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａに対して影響を与えない。
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(7)被制御装置は、ＳＥＴ＿Ｂを受信したら、指定された整数値（ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ｂ）をグループＢのク

　レジットカウンタ（ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ）にセットする。

(8)ＮＵＬＬ＿ＢはＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂに対して影響を与えない。

(9)ＴＲＡＮＭＩＴフラグがセットされ、無制御ＡＴＭコネクション上へ送信するセルが無い場合は以下のよ

　うになる。

　　(a)ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴフラグがセットされていれば、以下の手順が適用される。

　　　(a-1) ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａの値が０よりも大きければ、被制御装置は、グループＡにおけるどの被制

御ＡＴＭコネクション上の割当てセルをも、ネットワークへ送信することが許可されている。被

制御装置はグループＡの被制御ＡＴＭコネクションへセルを送信するとき、そのセルのＧＦＣフ

ィールドをグループＡにおける被制御コネクション上のセルであるとして設定し、ＧＯ＿ＣＮＴ

Ｒ＿Ａを 1減ずる。ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴフラグはリセットされる。

           - それ以外の場合には、被制御装置は、グループＡにおけるどの被制御ＡＴＭコネクション上の

どのＡＴＭレイヤ割当てセルをも、ネットワークへ送信することは許されない。ＧＲＯＵＰ

＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、セットの状態が保持される。

      (a-2) ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａが０に等しく、送信待ちセルが無ければ、それ以降の手順は以下のように

なる。

           - ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂの値が０よりも大きければ、被制御装置は、グループＢにおけるどの被制

御ＡＴＭコネクション上の割当てセルをも、ネットワークへ送信することが許可されている。

被制御装置はグループＢの被制御ＡＴＭコネクションへセルを送信するとき、そのセルのＧ

ＦＣフィールドをグループＢにおける被制御コネクション上のセルであるとして設定し、Ｇ

Ｏ＿ＣＮＴＲ＿Ｂを 1減ずる。ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、セットの状態が保持され

る。

           - それ以外の場合には、被制御装置は、グループＢにおけるどの被制御ＡＴＭコネクション上の

どのＡＴＭレイヤ割当てセルをも、ネットワークへ送信することは許可されない。ＧＲＯＵ

Ｐ＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、セットの状態が保持される。

　　(b) ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴ フラグがセットされていなければ、以下の手順が適用される。

　　　(b-1) ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂの値が０よりも大きければ、被制御装置は、グループＢにおけるどの被制

御ＡＴＭコネクション上の割当てセルをも、ネットワークへ送信することが許可されている。被

制御装置はグループＢの被制御ＡＴＭコネクションへセルを送信するとき、そのセルのＧＦＣを

グループＢにおける被制御コネクション上のセルであるとして設定し、ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂを 1

減ずる。ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、セットされる。

           - それ以外の場合には、被制御装置は、グループＡにおけるどの被制御ＡＴＭコネクション上の

どのＡＴＭレイヤ割当てセルをも、ネットワークへ送信することは許可されない。ＧＲＯＵ
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Ｐ＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、セットの状態が保持される。

      (b-2) ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂが０に等しく、送信待ちセルが無ければ、それ以降の手順は以下のように

なる。

           - ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａの値が０よりも大きければ、被制御装置は、グループＡにおけるどの被制

御ＡＴＭコネクション上の割当てセルをも、ネットワークへ送信することが許可されている。

被制御装置はグループＡの被制御ＡＴＭコネクションへセルを送信するとき、そのセルのＧ

ＦＣをグループＡにおける被制御コネクション上のセルであるとして設定し、ＧＯ＿ＣＮＴ

Ｒ＿Ａを 1減ずる。ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、リセットの状態が保持される。

           - それ以外の場合には、被制御装置は、グループＡにおけるどの被制御ＡＴＭコネクション上の

どのＡＴＭレイヤ割当てセルをも、ネットワークへ送信することは許可されない。ＧＲＯＵ

Ｐ＿ＳＥＬＥＣＴフラグは、リセットの状態が保持される。

4.2  レイヤマネジメント通信

  今後の検討課題である。

4.3  レイヤマネジメント

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１２０を参照。

4.3.1  故障管理

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０ を参照。

4.3.2  性能管理

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０ を参照。

4.3.3  構成管理

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０ を参照。

4.3.4  リソース管理

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１ を参照。
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付属資料Ａ　本標準で使用される略語のリスト（アルファベット順）

   　　　　　　　　　　　　（この付属資料は、本標準の必要不可欠な部分である。）

本標準において、以下の略語が使用される。

      略語        英語         日本語

ＡＴＭ Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

ＣＬＰ Cell Loss Priority セル損失優先表示

ＧＦＣ Generic Flow Control 一般フロー制御

ＨＥＣ Header Error Control ヘッダ誤り制御

ＭＳＢ Most Significant Bit 最上位ビット

ＮＮＩ Network-Node Interface 網ノードインタフェース

ＯＡＭ Operation And Maintenance 運用保守

ＰＴ Payload Type ペイロードタイプ

ＰＴＩ Payload Type Identifier ペイロードタイプ値

ＵＣＩ Unassigned Cell Insertion アンアサインドセル挿入

ＵＮＩ User-Network Interface ユーザ・網インタフェース

ＶＣＩ Virtual Channel Identifier バーチャルチャネル識別子

ＶＰＩ Virtual Path Identifier バーチャルパス識別子
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　　　　　　　　　　付属資料Ｂ　ＧＦＣ機能とＳＤＬ図

   　　　　　　　　　　　　　　　　（この付属資料は、本標準の必要不可欠な部分である。）

プ
レ
ー
ン
管
理

ＰＨＹ
ＰＨＹ＿ＳＡＰ

ＡＴＭ

ＡＡＬ

ＡＴＭ＿ＳＡＰ

ＡＴＭＭエンティティ

ＡＴＭエンティティ

レイヤ管理 ユーザ／制御プレーン

ＡＴＭ＿データ

ＡＴＭＭ

基本ＡＴＭ機能

ＧＦＣ機能

アンアサインドセル挿入

（ＵＣＩ）機能

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ３６１　ＡＴＭエンティティ内の機能及びＡＴＭＭエンティティに対するＧＦＣ

　　　　(ITU-T I.361)　　　　　機能の関係
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ＧＦＣ機能 ＵＣＩ機能
基本ＡＴＭ

機能

システム

ＡＴＭＭ

エンティティ

付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能
　　(ITU-T I.361)
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受信

プロセス
ＵＣＩ機能

基本ＡＴＭ

機能

ＧＦＣ機能ブロック

ＡＴＭＭ

機能

基本ＡＴＭ

機能

付図Ｂ－３／ＪＴ－Ｉ３６１　被制御装置におけるＧＦＣ機能システムのブロックダイアグラム
　　　(ITU-T I.361)

ＡＴＭＭ

機能

（注１）

（注２）

ＴＸ－ストア

プロセス

送信

プロセス

（注３）

（注４）

ＵＣＩ機能

注１：ＡＴＭＭエンティティはＧＯ＿ＶＡＬＵＥをセットする．；デフォルトは１である．

注２：ＬＭ＿Ｓｉｇ（ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグ）

注３：ＬＭ＿Ｓｉｇ（無効セル）；ＬＭ＿Ｓｉｇ（無効クラス）

注４：ＬＭ＿Ｓｉｇ（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）
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スタート

ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグ

をセット

ＧＯ＿ＣＮＴＲ：＝０

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをリセット

ＵＣＩからの

セル待ち

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグがセット状態

ＵＣＩからの

セルが利用可能

ＧＦＣ＝００００

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをセット

ＬＭ＿Ｓｉｇ（ＧＦＣ＿

ＥＮＡＢＬＥフラグ）

ＦＡＬＳＥ

ＦＡＬＳＥ

付図Ｂ－４／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能の受信プロセス：グループＡのみサポート
　　　　(ITU-T I.361)

（注５）

ＧＦＣ＝１ＸＸ０

ＴＲＵＥ

注５：ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥフラグがセット状態

　　　であることをＡＴＭＭエンティティに

　　　伝えるシグナル

ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグを

リセット

ＴＲＵＥ

ＴＲＡＮＳＭＩＴフラグを

セット

ＦＡＬＳＥ

ＧＦＣ＝Ｘ１Ｘ０
ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ：＝

ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ

ＴＲＵＥ

セルをＡＴＭエンティティ

へ転送

ＵＣＩからの

セル待ち
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ＦＡＬＳＥ

スタート

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグがセット状態

ＡＴＭエンティティ

からのセル到着

付図Ｂ－５／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能におけるＴＸ＿ストアプロセス：グループＡのみサポート
　　　(ITU-T I.361)

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＵＣＩへセルを

送信

ＧＦＣ：＝００００

に設定

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（無効クラス）

無制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＦＡＬＳＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

無制御キューに

セルを挿入

ＧＦＣ：＝０００１

に設定

無制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

被制御キューに

セルを挿入

ＧＦＣ：＝０１０１

に設定

被制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（無効セル）
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ＦＡＬＳＥ

スタート

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグがセット状態

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）受信

付図Ｂ－６／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能における送信プロセス：グループＡのみサポート
　　　(ITU-T I.361)

ＦＡＬＳＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

ＵＣＩへ

セル送信

無制御キューから

セル取り出し

無制御キュー

エンプティ

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔｒａｔ）待ち

ＧＯ＿ＣＮＴＲ：＝

ＧＯ＿ＣＮＴＲ－１

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＞０
ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

（注６）

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

被制御キュー

エンプティ

ＴＲＵＥ

ＵＣＩへ

セル送信

被制御キューから

セル取り出し

ＦＡＬＳＥ

注６：ＬＭ＿Ｓｉｇ（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）は物理レイヤが次セル送出可能であることを意味する
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ＦＡＬＳＥ

スタート

ＵＣＩからの

セル待ち

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグがセット状態

付図Ｂ－７／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能における受信プロセス：グループＡとグループＢをサポート
　　　(ITU-T I.361)

ＦＡＬＳＥ

ＧＦＣ＝００００

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＧＦＣ＝１ＸＸ０

ＵＣＩからの

セル待ち

（注７）

注７：ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿ＡとＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ｂは、ＡＴＭＭエンティティによりセットされる

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをセット

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ：＝０

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ：＝０

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをリセット

ＵＣＩからの

セル受信

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをセット

ＦＡＬＳＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ）

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをリセット

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをセット

ＧＦＣ＝Ｘ１Ｘ０
ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ：＝

ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ａ

（注７）

ＧＦＣ＝ＸＸ１０
ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ：＝

ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ｂ

ＡＴＭエンティティに

セルを中継

ＴＲＵＥ
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ＦＡＬＳＥ

スタート

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグがセット状態

ＡＴＭエンティティ

からのセル到着

付図Ｂ－８／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能におけるＴＸ＿ストアプロセス：グループＡとグループＢをサポート
　　　(ITU-T I.361)

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＵＣＩへセルを

送信

ＧＦＣ：＝００００

に設定

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（無効クラス）

無制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＦＡＬＳＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

無制御キューに

セルを挿入

ＧＦＣ：＝０００１

に設定

無制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

グループＡ被制御キューに

セルを挿入

ＧＦＣ：＝０１０１

に設定

グループＡの

被制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

グループＢ被制御キューに

セルを挿入

ＧＦＣ：＝００１１

に設定

グループＢの

被制御コネクション

上のセル

ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ

ＡＴＭエンティティ

からのセル待ち

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（無効セル）
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ＦＡＬＳＥ

スタート

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグがセット状態

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）受信

付図Ｂ－９／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能における送信プロセス：グループＡとグループＢをサポート
　　　　(ITU-T I.361)

ＦＡＬＳＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

ＵＣＩへ

セル送信

無制御キューから

セル取り出し

無制御キュー

エンプティ

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

（注８）

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）待ち

注８：ＬＭ＿Ｓｉｇ（Ｃ＿Ｓｔａｒｔ）は物理レイヤが次セル送出可能であることを意味する

ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴ

フラグをセット

被制御セル

送信処理
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ＴＲＵＥＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

付図Ｂ－１０／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能における被制御セル送信処理：グループＡとグループＢをサポート
　　　(ITU-T I.361)

ＵＣＩへ

セル送信

グループＡ被制御キュー

からセル取り出し

被制御セル

送信処理

ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴ

フラグがセット状態

ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴ

フラグをリセット

ＧＲＯＵＰ＿ＳＥＬＥＣＴ

フラグをセット

グループＡ

被制御キュー

エンプティ

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ＝０

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ：＝

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ－１

ＵＣＩへ

セル送信

グループＢ被制御キュー

からセル取り出し

グループＢ

被制御キュー

エンプティ

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ＝０

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ：＝

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ－１

ＴＲＵＥ

ＵＣＩへ

セル送信

グループＢ被制御キュー

からセル取り出し

グループＢ

被制御キュー

エンプティ

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ＝０

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ：＝

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ－１

ＵＣＩへ

セル送信

グループＡ被制御キュー

からセル取り出し

グループＡ

被制御キュー

エンプティ

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ＝０

ＴＲＵＥ

ＦＡＬＳＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ：＝

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ－１

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ
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注９：ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥがセットされたＡＴＭＭエンティティに信号が送信される

ＦＡＬＳＥ

スタート

ＰＨＹＳＡＰからの

セル待ち

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグがセット状態

付図Ｂ－１１／ＪＴ－Ｉ３６１　マルチアクセスＵＮＩにおけるＧＦＣメカニズム：グループＡのみサポート
　　　　(ITU-T I.361)

ＦＡＬＳＥ

ＧＦＣ＝００００

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＧＦＣ＝ＸＸＸ１

ＰＨＹＳＡＰからの

セル待ち

（注９）

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをセット

ＧＯ＿ＣＮＴＲ：＝０

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをリセット

ＰＨＹＳＡＰからの

セル受信

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをセット

ＦＡＬＳＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ）

ＧＦＣ＝Ｘ１ＸＸ
ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ：＝

ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ

ＡＴＭエンティティに

セルを中継

ＴＲＵＥ

ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ
ＧＦＣ＝１ＸＸＸ

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをリセット

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをセット
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ＦＡＬＳＥ

スタート

ＰＨＹＳＡＰからの

セル待ち

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグがセット状態

付図Ｂ－１２／ＪＴ－Ｉ３６１　マルチアクセスＵＮＩにおけるＧＦＣメカニズム：グループＡとグループＢをサポート
　　　　(ITU-T I.361)

ＦＡＬＳＥ

ＧＦＣ＝００００

ＴＲＵＥ

ＴＲＵＥ

ＧＦＣ＝ＸＸＸ１

ＰＨＹＳＡＰからの

セル待ち

ＧＦＣ＝００００

注１０：ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿ＡおよびＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿ＢはＡＴＭＭエンティティに

よりセットされる

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをセット

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ：＝０

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ：＝０

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをリセット

ＰＨＹＳＡＰからの

セル受信

ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ

フラグをセット

ＦＡＬＳＥ

ＬＭ＿Ｓｉｇ

（ＧＦＣ＿ＥＮＡＢＬＥ）

ＧＦＣ＝Ｘ１ＸＸ
ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ｂ：＝

ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ｂ

ＡＴＭエンティティに

セルを中継

ＴＲＵＥ

ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ
ＧＦＣ＝１ＸＸＸ

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをリセット

ＴＲＡＮＳＭＩＴ

フラグをセット

ＧＦＣ＝Ｘ１ＸＸ
ＦＡＬＳＥＴＲＵＥ

ＧＯ＿ＣＮＴＲ＿Ａ：＝

ＧＯ＿ＶＡＬＵＥ＿Ａ
（注１０）

（注１０）
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付録１

      （本付録１は、ＩＴＵ－Ｉ．３６１のＡＰＰＥＮＤＩＸ １に準拠している）

　本付録１／ＪＴ－Ｉ３６１では、既に推奨されている物理レイヤセルのプリアサインド値を示す。これ

らのプリアサインド値の情報は以下の参照標準および参照勧告に記されている。

オクテット 1 オクテット２ オクテット３ オクテット４ 参照標準／勧告

Ｆ１フローに対応する

物理レイヤＯＡＭセル

00000000 00000000 00000000 00000011 ＴＴＣ標準

I.432.2

Ｆ３フローに対応する

物理レイヤＯＡＭセル

00000000 00000000 00000000 00001001 ＴＴＣ標準

I.432.2

インバース・マルチプレク

シングに対応する

物理レイヤＯＡＭセル

00000000 00000000 00000000 00001011 ＩＴＵ－Ｔ勧告

ドラフト

I.ima

ＡＴＭ　ＰＯＮに対応する

物理レイヤＯＡＭセル

00000000 00000000 00000000 00001101 ＩＴＵ－Ｔ勧告

G.983 シリーズ
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　　　　付録２　ＧＦＣ機能の概要と用語

      　　　　　　（本付録 2は、ＴＴＣがＧＦＣ機能理解を容易にするため独自に付加したものである。）

１．ＧＦＣ機能の概要

(1) 制御装置→被制御装置の制御内容

- 見かけのインタフェース速度を物理速度以下に制限するため周期的に情報送出を制限する

　（ＨＡＬＴ制御）

- 制御装置側のオーバーフローを防止／緩和するために被制御装置側からの情報送出を一時的に抑制する

（ＳＥＴ制御）

(2) 被制御装置→制御装置の通知内容

- 提供するコネクション種別（被制御ＡＴＭコネクションまたは無制御ＡＴＭコネクション）及び装置種別

（被制御装置または無制御装置）を通知する

付録図２－１／ＪＴ－Ｉ３６１　ＧＦＣ機能の動作

２．用語

(1) 装置

表現 英語 内容

制御装置 controlling equipment ＧＦＣフィールドを用いて被制御装置からの情報送出を

制御する装置

被制御装置 controlled equipment 制御装置からのＧＦＣ制御を受信して情報送出を制限す

る装置

無制御装置 uncontrolled equipment ＧＦＣの制御機能及び被制御機能を持たない装置。受信

したＧＦＣフィールドは無視する。送信時はＧＦＣフィ

ールドを全て‘０’とする。

Ｂ－ＴＥ

Ｂ－ＴＥ

Ｂ－ＴＥ

Ｂ－ＮＴ１ 交換機Ｂ－ＮＴ２

被制御装置

制御装置

ＨＡＬＴ制御及びＳＥＴ制御

コネクション種別及び装置種別の通知
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(２) 制御手順

表現 英語 内容

無制御転送手順 uncontrolled transmission

procedure

ＧＦＣフィールドを無視する転送手順

被制御転送手順 controlled transmission

procedure

ＧＦＣフィールドを用いて送出制御を行う転送手順

被制御ＧＦＣ手順 controlled GFC procedure 被制御転送手順と同義

(３) コネクション

表現 英語 内容

無制御

ＡＴＭコネクション

uncontrolled ATM connection ＨＡＬＴ制御による送出制御のみが有効なコネクシ

ョン

被制御

ＡＴＭコネクション

controlled ATM connection ＨＡＬＴ制御及びＳＥＴ制御の両方による送出制御

が有効なコネクション

３．装置種別と提供するコネクションの関係

装置種別 提供するコネクション種別

制御装置／被制御装置 被制御ＡＴＭコネクションまたは無制御ＡＴＭコネク

ション

無制御装置 ＧＦＣ機能を用いないコネクション
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